
職員数（人） 18.05 18.25 18.35

成果指標
設定理由

１　地域福祉総合助成金活用市町村数は地域住民ニーズの対応状況を把握できる。（実績を踏まえ設定）
２　プチバイト（職場体験）受入事業所の増加は生活困窮者等の自立・就労の促進につながる。（実績を踏まえ
設定）
３　福祉施設就職率は人材養成の目的達成状況を示す。（実績を踏まえ設定）

5

4

うち一般財源 660,888 676,620
↘ 90%以上3

福祉大卒業生の福祉施設就
職率

2
県社協プチバイト受入事業
所数

39
事業所

68
事業所 ↗ 70

事業所

95% 92% ↘ 90%以
上

↘
1,845,380

↗
501,014

1,019,065
66

市町村

Ｒ３年度
目標値

予
算
額

前年度繰越

↘ 66
市町村

補正予算
78

事業所
合計（A) 1,349,830 8,039,499

7,152,275

 決　算　額（B） 1,309,971

１　現状と課題

目指す姿
・

これまでの取組

【目指す姿】
・県民一人ひとりが地域社会を支える一員としての役割を担い、主体的に地域福祉活動に参加し相互に支え合
う社会を実現する。
・福祉大学校の運営を通じ、地域福祉をけん引する専門性の高い福祉・介護人材を養成する。

【これまでの取組】
・地域福祉総合助成金交付事業、長野県社会福祉協議会活動支援事業、福祉大学校運営　など

令和２年度
点検結果
（令和元年度

   実施事業分）

・
現状分析

課　　　　題 今後の方向性

・地域住民が抱える課題が複雑化・複合化する中で、
従来の福祉の枠組みを超えた地域全体で支え合う体制
を構築する。

・市町村や県社会福祉協議会等が実施する地域共生社会
の実現に向けた取組を継続して支援し、地域支え合い体
制の構築を目指す。

・地域福祉総合助成金交付事業は、市町村のニーズに
対応した内容とする。

・地域福祉総合助成金は、市町村が地域ニーズを踏まえ
地域福祉の推進が図られる内容となるよう工夫する。

・権利擁護に必要な成年後見制度の利用促進に向け
て、市町村を中核とする地域連携ネットワークを構築
する。

・市町村が主体的に行う成年後見制度利用促進に向けた
体制づくりを支援する。

・急速な少子高齢化に対応するため、引き続き福祉・
介護人材を養成・確保する。

・地域で必要とされる専門性の高い福祉・介護人材を養
成し、地域福祉の充実を図る。

補正予算のポイ
ント・主な取組（予

定)

【新型コロナウイルス感染症セーフティネット強化事業（市町村分）】
・地域の実情に応じて柔軟かつ機動的に生活困窮者支援が実施できるよう、市福祉事務所の体制強化に必要な
経費等を助成

【生活福祉資金特例貸付事業】
・生活福祉資金特例貸付の受付期間延長に要する費用を県社会福祉協議会へ補助

２　令和３年度事業内容

R１年度

当初予算 848,816 887,224

R２年度末

指標の状況及び目標値　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし ］
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区分（単位：千円） Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度

No 成果指標 H30年度

2,864,445

575,850
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E-mail chiiki-fukushi@pref.nagano.lg.jp

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

地域福祉課
実施期間 S30 ～

８つの重点目標 就業率

総合的に展開
する重点政策

4-3 医療・介護提供体制の充実 5-2 女性が輝く社会づくり

5-1 多様性を尊重する共生社会づくり

事　業　名 地域福祉推進事業
部局 健康福祉部 課・室
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